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その他、ご質問等ございましたら、
神社社務所までお問い合わせ下さい。

笠間稲荷神社社務所 
☎０２９６（７３）０００１

Ｑ �
節
分
祭
と
は
ど
の
よ
う
な
お
祭
り
で
す
か
？

Ａ ��
節
分
祭
は
、
冬
の
節
か
ら
春
の
節
に
移
る
立
春
の
前
夜
に
行
い
、

悪
疫
退
散
・
除
災
招
福
を
祈
る
神
事
で
す
。

	�


当
神
社
の
節
分
追つ

い
な
し
き

儺
式
は
、
拝
殿
に
お
い
て
の
祭
典
終
了
後
、
境

内
の
特
設
撒
豆
台
に
お
い
て
、
神
職
が
古
式
に
則
り
、
桃
の
弓
、

葦
の
矢
、
桃
の
杖
で
追
儺
式
を
行
い
ま
す
。

	�


裃
か
み
し
もに

木ゆ

う綿
た
す
き
姿
に
正
装
し
た
撒
豆
行
事
司
が
金
銀
福
豆
と
共

に
福
銭
な
ど
を
撒
き
ま
す
。

Ｑ �

追
儺
式
と
は
何
で
す
か
？

Ａ ��

追
儺
式
は
宮
中
で
行
わ
れ
る
年
中
行
事
の
一
つ
で
す
。「
鬼

や
ら
い
」「
儺な

や
ら
い
」な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
大
晦
日

の
夜
、
悪
鬼
を
払
い
疫
病
を
除
く
儀
式
で
し
た
。
方
相
氏

と
呼
ば
れ
る
鬼
を
払
う
役
目
の
役
人
が
黄
金
四
つ
目
の
仮

面
を
か
ぶ
り
黒
衣
朱
裳
を
着
て
、
手
に
矛
と
楯
を
持
ち
ま

し
た
。
九
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
こ
の
方
相
氏
は
鬼
を
払

う
役
目
か
ら
鬼
と
し
て
追
わ
れ
る
立
場
に
転
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

	�


古
く
中
国
に
始
ま
り
、
日
本
に
は
八
世
紀
初
め
頃
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
、
社
寺
、
民
間
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
民
間
に

お
い
て
節
分
の
行
事
と
な
っ
た
の
は
近
世
の
こ
と
で
す
。

Ｑ �

節
分
祭
は
い
つ
行
わ
れ
ま
す
か
？

Ａ ��

毎
年
二
月
三
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

祭
典
は
十
五
時
と
十
九
時
か
ら
、
追

儺
式
は
祭
典
終
了
後
十
六
時
、
一
九

時
三
十
分
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

	�


ま
た
、
当
日
は
一
万
円
以
上
の
厄
除

祈
願
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
福
升
、

福
豆
を
授
与
し
て
お
り
、
祈
祷
終
了

後
に
は
撒
豆
台
か
ら
豆
ま
き
を
し
て

頂
け
ま
す
。
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